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フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
一
部
改
正
（
組
合
法
）
に
つ
い
て
中
村
武
六五四三二一
　
目
　
次
は
じ
め
に
総
　
則
民
事
組
合
匿
名
組
合
と
事
実
上
の
組
合
改
正
法
の
規
定
の
適
用
む
す
び
は
じ
め
に
　
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
強
い
影
響
の
下
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
は
、
保
守
主
義
の
国
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
法
律
の
面
で
も
、
一
八
〇
四
年
に
制
定
さ
れ
た
O
＆
①
9
議
を
は
じ
め
と
す
る
9
留
乞
巷
o
ぎ
鄭
は
依
然
と
し
て
そ
の
形
態
を
あ
ら
た
め
な
い
。
だ
が
そ
の
内
容
は
遂
次
改
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
一
部
改
正
（
組
合
法
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
修
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
殊
に
最
近
に
お
い
て
は
、
西
欧
諸
国
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
法
改
正
、
急
激
な
経
済
社
会
の
変
転
、
国
際
化
に
つ
れ
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
改
修
正
は
、
い
ち
じ
る
し
く
活
発
と
な
り
、
他
国
の
法
制
度
に
さ
き
が
け
て
、
独
自
の
道
を
あ
ゆ
む
場
　
　
　
　
（
ま
〉
合
も
少
く
な
い
。
　
長
い
間
フ
ラ
ン
ス
の
立
法
者
は
．
世
間
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
準
備
の
後
に
、
民
法
典
の
第
｝
八
三
二
条
乃
至
一
八
七
三
条
の
組
合
契
約
に
関
す
る
規
定
（
9
糞
触
典
黛
騰
8
聾
伽
）
　
に
た
い
し
修
正
を
く
わ
え
、
全
く
新
し
い
も
の
と
し
た
、
こ
の
法
律
は
一
九
七
八
年
一
月
四
臓
法
で
あ
り
（
ド
黛
離
、
お
嶋
焦
灘
置
嚢
圃
題
睡
箋
龍
蔀
寓
鑑
蕎
欝
轡
縦
聾
搭
潤
驚
圃
響
㌶
欝
欝
鵜
a
藤
戴
熱
）
　
一
九
七
八
年
七
月
一
騰
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
鑑
の
新
法
は
．
民
法
典
第
三
編
第
九
卓
と
し
．
三
節
に
わ
か
れ
て
い
る
。
　
そ
の
第
一
節
（
一
八
三
二
条
ー
一
八
四
四
条
ー
鱈
）
に
は
．
総
則
の
規
定
（
螢
薦
。
む
。
識
慮
鄭
畿
亀
幕
欝
ぎ
）
が
お
か
れ
て
い
る
．
ま
ず
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
．
旧
法
第
一
八
三
二
条
以
下
の
組
合
契
約
法
の
総
則
規
定
が
削
除
さ
れ
、
全
く
新
ら
し
く
さ
れ
．
そ
の
重
要
な
、
規
定
は
一
九
六
六
年
の
新
商
事
会
社
法
で
新
に
設
け
た
規
定
に
し
た
が
う
も
の
と
し
た
。
各
個
々
の
規
定
で
と
く
に
注
意
す
べ
き
も
の
は
、
組
合
の
新
ら
し
い
定
義
を
さ
だ
め
た
規
定
、
法
人
の
成
立
に
関
す
る
規
定
．
組
合
の
設
立
無
効
に
関
す
る
多
く
の
規
定
の
削
除
、
組
合
の
総
出
資
が
一
人
の
所
有
に
帰
し
た
場
合
の
規
定
等
で
あ
る
。
　
第
二
節
（
第
一
八
四
五
条
乃
至
第
一
八
七
〇
条
の
一
）
の
規
定
は
、
い
わ
ゆ
る
民
事
組
合
（
oっ
8
獄
菰
O
憲
竃
）
　
に
関
す
る
も
の
で
責
任
規
定
の
変
更
に
関
す
る
重
要
な
新
規
定
、
有
限
責
任
会
社
（
もっ
o
縁
毬
簸
襯
巷
・
蕊
魯
簿
ゆ
ご
昆
叡
ぐ
養
（
ω
湊
歯
由
）
　
の
業
務
執
行
に
関
す
る
規
定
、
有
限
会
社
社
員
の
権
利
義
務
の
新
規
定
、
持
分
の
譲
渡
に
関
す
る
規
定
が
お
か
れ
た
。
従
来
民
事
組
合
は
、
不
動
産
組
合
・
財
産
管
理
組
合
．
な
ら
び
に
特
別
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
農
事
組
合
お
よ
び
自
由
職
業
者
団
体
の
場
合
を
除
い
て
は
、
経
済
上
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
組
合
形
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
わ
け
は
、
民
法
典
の
規
定
が
部
分
的
に
ま
っ
た
く
古
め
か
し
く
、
ω
8
聾
働
Ω
色
①
と
ゆ
う
組
合
の
職
能
は
実
際
上
必
要
と
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
新
法
が
組
合
の
形
態
を
厳
格
に
規
定
す
る
傾
向
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
に
い
れ
た
故
で
あ
る
。
即
ち
あ
ま
り
に
広
い
当
事
者
の
自
治
は
、
法
律
関
係
の
確
実
性
を
害
し
、
ま
た
こ
れ
を
濫
用
す
る
弊
に
陥
り
、
民
事
組
合
の
真
の
経
済
上
の
意
味
を
悪
用
し
よ
う
と
す
る
傾
き
が
あ
る
か
ら
だ
。
　
第
三
節
（
一
八
七
一
条
ー
一
八
七
三
条
）
は
匿
名
組
合
ω
・
。
鄭
ひ
窪
短
鉱
。
昼
践
8
）
　
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
そ
の
規
定
は
従
来
一
九
六
六
年
の
商
事
会
社
法
の
第
四
一
九
条
ー
第
四
二
二
条
の
規
定
に
お
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
七
八
年
法
律
第
九
号
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
（
第
五
条
皿
）
。
こ
の
匿
名
組
合
は
文
字
通
り
匿
名
で
あ
り
、
そ
の
公
表
の
規
定
に
は
従
わ
な
い
し
、
ま
た
組
合
は
法
人
で
は
な
い
。
　
匿
名
組
合
は
そ
の
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
的
如
何
に
よ
っ
て
、
民
法
上
ま
た
は
商
法
上
の
見
地
か
ら
取
扱
わ
れ
る
。
そ
の
実
際
上
の
意
義
は
、
今
日
の
経
済
上
お
よ
び
社
会
生
活
の
上
か
ら
み
て
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
組
合
形
態
が
し
ば
し
ば
好
ん
で
採
用
さ
れ
る
所
以
は
、
一
回
限
り
の
取
引
を
行
う
た
め
に
便
利
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
多
数
の
大
企
業
者
が
、
一
定
目
的
遂
行
の
た
め
短
期
間
協
同
す
る
た
め
に
組
織
す
る
の
だ
。
　
な
お
弦
に
注
意
す
べ
き
は
、
第
一
八
七
三
条
の
匿
名
組
合
に
関
す
る
規
定
は
、
事
実
上
の
組
合
（
ω
8
聾
ひ
9
獣
①
号
評
ご
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
（
1
）
　
一
九
六
七
年
九
月
二
三
日
の
政
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
発
布
さ
れ
た
、
経
済
利
益
団
体
法
（
9
0
老
o
讐
窪
け
α
、
簿
鼠
誌
叶
国
8
8
巨
ρ
器
。
巨
　
　
○
鵠
）
や
、
一
九
六
六
年
七
月
二
四
日
発
令
の
商
事
会
社
法
（
欝
獣
宅
霧
出
鶏
身
漣
噺
鼠
一
ζ
お
3
0
二
①
象
R
9
”
。
①
下
8
。
身
8
　
　
東
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
一
部
改
正
（
組
合
法
）
に
つ
い
て
四
導
鋤
議
竈
欝
も
。
銭
諺
ω
8
一
簿
診
8
響
漫
①
容
邑
霧
）
を
別
と
し
、
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
七
八
年
ま
で
の
民
法
・
民
事
訴
訟
法
等
の
改
正
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
改
正
は
最
近
の
ヨ
ー
纂
ッ
パ
諸
国
で
も
頻
繁
に
行
わ
れ
る
民
事
訴
訟
法
、
婚
姻
法
・
養
子
法
・
失
踪
・
共
有
・
組
合
等
に
関
す
る
規
定
の
改
修
で
あ
る
。
　
（
O
施
　
「
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
改
正
」
野
村
豊
弘
・
学
習
院
大
教
授
．
一
九
七
九
年
二
月
一
ご
一
沼
．
日
仏
法
学
会
講
演
。
）
同
教
授
の
報
告
に
よ
れ
ば
．
改
正
の
跡
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
瞬
）
　
お
謡
　
ヅ
轡
総
雛
諺
山
驚
島磯
蜜
誤
蕊
鶴
岡
鷺
瞭
　
　
　
な
鞭
難
猷
鷺
欝
織
欝
　
（
裾
欝
　
顎
敏
漉
響
ツ
　
圃
麟
γ
騨
野
欝
懸
認
母
欝
　
駆
瀞
彫
轡
瓢
灘
謡
－
総
輪
驚
㎝
霊
臨
鯨
お
藤
　
　
　
瞬
講
難
欝
駄
孫
腰
鷺
階
畔
、
鶏
欝
鱗
卿
露
糞
雛
鵜
瞬
講
難
欝
纂
略
叢
鱒
漁
黛
噂
雛
◎
鋤
蒲
鵜
畿
熱
齢
　
（
》
P
　
犠
竃
桝
謡
な婚
回
γ
　
獅
野
　
　
雛
破
懸
鴎
騎
　
購
輪
騨
　
臨
。
麟
い
鉱
灘
認
出
お
欝
慧
智
欝
糞
鑑
隷
　
　
　
竃
＆
籔
蓉
二
鯨
獣
賢
譲
出
O
鍵
餐
噺
鉱
鵠
鶴
厨
零
陣
醤
一
纂
凶
お
鰐
鎌
毒
講
霧
魯
驚
襲
ε
諺
浄
8
講
鍵
鷺
譲
爺
（
轡
ρ
お
噺
戴
騨
聯
　
　
諺
羅
γ
鷺離
愉
野
P
　
お
認
9
Qo
畷
鋤
　
晒
頓
伽
舞
禽
屡
謡
ふ
o。
麟
欝
卜
o
O
繍
繊
一
一
鶉
お
謡
　
　
　
回
霧
鶏
欝
§
瞥
象
8
瓢
く
亀
霧
撫
q
り
鷲
霧
醸
o
鑓
欝
肋
瓢
幕
霧
餅
。
。
、
ぎ
鼠
鵯
韓
籔
濤
鑓
冨
＆
Φ
鱒
簿
驚
巴
Φ
鉱
、
§
蓉
馨
⑩
器
8
留
階
マ
　
　
璽
8
蝕
麩
②
甑
く
鵠
⑱
（
》
P
翫
い
巳
搾
警
誌
8
γ
騨
野
螢
お
謡
η
蕊
○。
　
餓
砂
O
恥
R
驚
潟
飛
鱒
ー
謎
O
o
無
麟
鱒
Oo
鶴
○
鷺
お
刈
鱒
　
　
　
回
霧
籔
鶏
纂
撃
⑲
仲
3
霞
伽
蓉
禽
勘
狂
留
無
。q
慧
。
駐
鑓
o
器
傷
総
甑
叡
窃
》
る
。
、
陣
纂
禽
蔀
鴎
籔
蕊
ぴ
き
薯
Φ
雲
8
留
階
鷹
8
獣
鶏
⑱
鼠
難
Φ
　
　
（
》
ρ
o
o
O
き
魯
緊
8
8
γ
じご
ト
轡
O
。
お
謡
。
戯
誤
（
閏
）
　
お
お
　
9
0
伽
R
簿
籍
お
ー
漣
⑦
伽
q
困
霧
響
恥
議
お
お
　
　
　
津
ぼ
唱
o
轟
｝
、
巷
覧
ゆ
S
鶏
霧
留
鑓
ぴ
陣
昌
誌
ム
象
⑳
踊
§
〈
一
霞
お
お
器
貯
識
く
ゆ
麩
℃
蝕
蓉
Φ
韓
独
器
9
留
鑓
鷺
器
δ
欝
鞍
－
　
　
　
旨
①
憐
仲
鉱
胃
φ
（
い
○
．
　
鱒
　
饗
帥
種
の
づ
。
鱒
ω
O
O
）
。
】
W
。
ピ
』
○
．
　
一
〇
飛
o
齢
　
一
餌
群
　
　
刈
。
　
ピ
o
一
φ
刈
Oo
1
一
H
斜
一
α
¢
鱒
餌
α
邸
o
①
露
び
門
①
一
㊤
刈
o
　
　
　
　
　
竃
o
伽
賦
鑓
⇒
齢
一
①
もな
㊤
目
鋤
o
訂
o
o
一
〇
α
O
餅
一
〇
㎝
腿
α
藏
o
o
伽
①
良
く
鴇
ω
β
目
猷
穫
①
の
℃
o
り
ω
伽
げ
昌
一
鼠
山
①
¢
げ
㎝
欝
罵
o
穫
o
陰
（
8
0
9
鱒
刈
伽
働
Ω
　
℃
一
〇
〇
〇〇
笛
）
　
　
　
】
W
・
】
U
。
H
y
　
一
㊤
刈
魁
じ
　
鱒
一
（
嗣
）
　
お
凝
　
　
Oo
。
ピ
o
陣
添
刈
藤
…
O
ω
一
伽
β
　
㎝
　
匂
q
鵠
一
〇
稗
一
㊤
刈
蒔
　
　
　
　
　
男
一
図
即
p
什
餅
儀
圃
図
t
げ
q
凶
け
鋤
β
ω
一
．
鯛
α
q
o
α
o
H
帥
彗
a
o
騰
搾
ぴ
（
い
○
◎
　
刈
　
㎞
¢
出
一
。
℃
●
刈
O
O
O
）
。
田
”
い
●
U
。
　
一
〇
縫
ト
　
鱒
腿
魁
（
箋
）
　
お
胡
　
　
O
。
ビ
o
陣
φ
畷
㎝
ー
㎝
0
0
傷
¢
　
O
　
“
μ
昌
一
〇
仲
一
〇
畷
㎝
　
　
　
　
　
》
o
簿
餌
β
け
鎌
＜
Φ
凄
①
ω
像
δ
唱
o
o
Q
一
件
一
〇
β
の
餅
鉦
讐
段
o
暦
韓
o
α
o
ぽ
℃
目
O
o
働
儀
蝿
鴇
①
9
く
鷹
①
（
い
○
曹
一
〇
一
巳
F
り
刈
O
刈
O
）
．
¢ご
。
い
」
》
●
一
〇
『
野
鱒
o
o
O
　
　
一
〇
●
い
o
凶
昌
刈
㎝
…
㎝
O
刈
α
瓜
　
O
　
一
爆
ロ
一
象
　
一
〇
刈
㎝
　
　
　
　
　
鼠
o
α
臨
貯
β
貯
一
①
るo
餌
門
無
〇
一
Φ
o
o
一
一
㎝
昏
o
o
け
一
じ
o
ω
一
α
ρ
o
o
傷
o
α
〈
昌
ω
彊
門
紅
o
げ
β
oo
①
づ
ゆ
ゆ
臥
①
（
い
O
。
㌘
　
刈
○
刈
O
）
●
切
●
ピ
．
U
辱
一
〇
刈
9
　
鱒
僻
O
　
　
騨
ぎ
凶
β
誤
ふ
峯
身
一
二
色
聾
5
誤
　
　
　
　
　
勺
○
冠
欝
昌
紳
㎏
ぴ
｛
o
門
導
①
α
縄
伽
一
く
o
騰
o
①
（
い
○
・
　
一
鱒
一
q
e
。
℃
’
刈
一
『
一
）
●
切
。
い
●
一
∪
●
　
一
〇
疇
9
　
邸
蒔
“
　
　
一
笹
　
い
o
一
p
刈
㎝
ー
O
一
㊤
α
賃
一
一
｝
¢
一
一
一
曾
　
一
〇
畷
㎝
　
　
　
　
　
菊
o
『
無
〈
o
獅
p
啓
岱
償
図
山
①
　
一
、
一
誉
叡
財
劔
叶
尿
α
q
巴
（
｝
●
○
。
一
い
矯
q
臨
ピ
　
で
　
刈
一
〇
〇
〇
）
。
切
・
い
」
》
。
一
〇
噴
㎝
●
鱒
㎝
㎝
　
　
一
〇
●
　
擁
》
邸
o
触
Φ
轡
β
刈
㎝
ー
一
一
鱒
ω
餌
q
　
㎝
　
山
働
o
o
導
ぴ
目
Φ
一
〇
畷
笛
　
　
　
　
　
＞
げ
円
o
α
q
Φ
勉
β
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露
旨
o
象
除
勲
ロ
酔
o
禽
欝
凶
昌
①
o
a
島
oo
℃
o
o
o
一
鋤
○
⇒
ω
Φ
β
導
魯
ゆ
冠
⑫
儀
o
℃
吋
o
o
ゆ
餌
¢
噌
o
o
一
く
出
o
（
い
○
．
　
O
　
伽
ぴ
ρ
　
噂
．
一
の
㎝
｝
o
o
）
●
φ
　
　
　
扁
ド
】
∪
曹
　
一
〇
刈
㎝
’
　
藤
吋
o
（
く
）
　
お
誤
　
　
H
恥
・
　
い
o
一
昌
刈
O
ー
一
一
圃
O
伽
q
の
鱒
伽
伽
o
o
質
ρ
び
同
①
一
〇
刈
①
　
　
　
　
　
ぎ
o
蝕
｛
鑓
⇒
け
o
①
暮
繊
β
o
ω
9
00
℃
o
甑
無
o
β
の
同
o
『
凱
く
①
o
o
呼
　
一
、
餌
α
o
℃
訟
o
瓢
（
9
0
●
鱒
ω
山
餅
　
層
　
刈
ω
①
餌
）
・
ω
馳
い
卿
U
●
　
一
〇
“
8
　
一
の
東
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
一
部
改
正
（
組
合
法
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
騨
G
穫
●
　
一
㎝
。
い
O
凶
　
β
　
刈
①
ー
一
鱒
oo
①
　
α
瓢
　
GQ
一
　
飢
ゆ
O
Φ
欝
ぴ
穫
Φ
　
一
〇
畷
〇
　
　
一
㎝
験
　
力
①
嗣
鋤
瓢
く
の
倒
一
、
o
噌
σ
q
節
β
齢
勲
篤
o
⇔
餌
の
一
、
一
昌
伽
陣
く
尻
陣
○
類
（
い
○
管
　
一
。
厚
㎞
勉
欝
〈
．
　
一
〇
『
評
　
噂
◎
闘
㊤
y
　
煽
W
。
い
停
圃
》
”
　
｝
O
畷
S
　
O
⑳
（
～
麟
）
　
　
回
り
圃
憶
　
　
一
①
．
　
び
〇
一
　
P
磁
磁
ー
一
蒔
麟
唄
　
山
麟
　
鱒
OQ
　
鳥
ゆ
O
O
導
び
目
⑦
　
一
㊤
刈
疇
　
　
　
　
　
噂
O
種
轡
餌
び
轡
唖
駆
断
O
吋
箏
Φ
　
似
幕
瓢
瞥
種
⑪
困
ぐ
　
蜘
麟
鵠
《
騰
⑦
嗣
⑩
鴎
　
鎌
鱗
舎
Φ
傷
Φ
　
O
一
く
綴
　
㈱
　
O
⑫
賑窪
　
鵜
び
◎唯
ぐ鋒
雛
仲
む稔
　
（
》
鮮
O
。
鱒
O
　
瓢
ゆ
O
脳
　
噂
瞭
O
継
の
逼
㎝
）
　
騨
’
び
傷
び
恥
　
鰯
O
憾
cQ
◎
　
　
　
糠
轍識
　
（
騨
Φ
む
艸
痢
畿
農
齢
鶏
幽
　
噂
聾
　
遍
Q
頓
）
　
　
回
憾
殊
　
野
Φ
岡
　
麟
　
鷲
醜
ー
麻
賑
鱗
韓
　
弧
綴
鱒
楡
　
瓢
鄭
葛
韓
羅
臨
擁
Φ
　
回
蛉
醜
噛
　
　
　
　
　
羅
鶯
臨
猟
坤
勲
鱒
静
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鱗
嫌
識
農
圃
撫
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警
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轟
鱒
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験
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鞭
　
難ゆ
⇔
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恥
　
噂
融
　
輪
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なゆ
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騨
　
脚
嘩
野
騨
聯
。
　
騨
Φ
飛
OQ
躰
　
⇔ゆ
韓
（
譲
）
　
お
鍵
　
　
瞬
OQ
吟
　
騨
Φ
瞬
鯵
刈
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O
　
瓢
瓢
　
魁
　
㎞
恥
欝
副
鵡
ご
降
種
　
瞬
鵠
鴎
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竃
○
甑
鼠
圃
麺
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轡
一
Φ
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轡
種
Φ
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図
蜘
江
類
頑
瞬
⑩
回
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囲
伽
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蜘
⑫
⇔
凶
頑
嵩
（
》
O
聴
　
遍
㎝
矯
餌
添
畷
B
　
噂
”
　
ω
嚇
○
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癖
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④
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母
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一
〇
疇
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Φ
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（
簿
⑫
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訟
o
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艸
端
　
　
　
　
噴
霧
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）
　
　
一
①
“
　
び
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凶
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刈
○
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陣
鱒
　
瓢
篇
　
轟
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勲
潜
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一
⑦
壇
　
騨
㊤
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潟
⑳
｝
鶴
瓢
ぐ
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p
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一
鋤
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○
ご
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鋤
げ
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諏
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轡
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圃
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鋤
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も
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瓢
o
Φ
伽
鋤
瓢
も
り
一
①
駄
○
騒
麟
圃
嬬
o
伽
⑳
一
麟
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匂
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愉
償
一
二
3
　
郊
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ピ
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〇
刈
OQ
．
　
cQ
O
㎝
　
　
鱒
歴
　
ピ
O
一
⇒
鴎
Q
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畷
頓
○ゆ
　
餌
瓢
　
一
唄
蜘
鋸
陣
鵠
①
醇
　
一
〇
刈
Oo
　
勺
o
門
欝
講
蝕
く
霞
器
ω
鷺
①
ω
霞
①
の
伽
、
帥
露
象
○
鴎
讐
ゆ
呂
号
ψ
3
一
磐
卿
8
ω
Φ
旨
3
一
、
注
巨
巳
。
。
鐸
蝕
呂
〇
二
①
饗
窪
o
馨
α
写
R
。
。
①
の
蝕
碧
8
竿
晋
霧
島
、
o
同
陛
Φ
鑑
且
獣
ω
謹
蝕
ひ
ω
8
鑓
一
g
評
8
一
（
い
ρ
酬
o
。
甘
聾
肇
馳
○。
臼
）
，
じo
．
い
。
O
，
お
刈
GQ
’
o。
逡
二
　
総
　
則
（
臣
o
。
唱
霧
凶
慧
露
鴨
幕
冨
園
霧
）
　
新
法
の
規
定
は
民
法
典
第
三
編
第
九
章
組
合
　
（
O
①
賦
ω
8
襲
継
）
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
総
則
の
規
定
は
第
一
節
の
中
に
含
ま
れ
る
。
総
則
の
規
定
は
特
別
の
法
に
よ
り
特
別
の
形
態
を
も
つ
も
の
（
例
え
ば
一
九
六
六
年
の
商
事
会
社
法
の
範
囲
内
の
す
べ
て
の
ω
8
竿
簿
俸
）
に
適
用
さ
れ
る
。
　
重
要
な
新
規
定
は
一
八
三
二
条
に
規
定
さ
れ
た
組
合
の
定
義
で
あ
る
。
即
ち
従
来
の
規
定
と
し
て
「
組
合
と
は
二
人
ま
た
は
二
人
以
上
の
人
が
共
同
し
て
あ
る
事
業
を
営
み
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
利
益
を
分
配
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
契
約
で
あ
る
。
」
と
こ
ろ
が
新
法
に
よ
る
定
義
で
は
ス
イ
ス
債
務
法
第
五
三
〇
条
の
よ
う
に
「
組
合
と
は
二
人
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
人
が
共
同
し
て
財
産
を
出
資
し
、
ま
た
は
一
身
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
約
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
利
益
を
分
配
し
、
あ
る
い
は
経
済
上
の
利
益
を
得
る
こ
と
を
目
的
（
窪
毒
の
α
Φ
℃
費
鼠
α
q
R
8
ぴ
雪
艦
8
窪
留
冥
o
津
段
8
H
、
ひ
8
き
昆
①
ρ
鼠
鷺
昊
餌
象
叡
。
。
聾
巽
）
　
と
す
る
契
約
で
あ
る
」
と
い
う
。
　
従
来
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
破
殿
裁
判
所
の
い
う
よ
う
に
組
合
の
定
義
が
せ
ま
く
解
釈
さ
れ
、
組
合
と
は
特
別
の
例
外
の
場
合
を
除
き
、
既
存
の
財
産
を
増
加
す
る
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
の
み
、
共
力
し
組
合
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。
だ
か
ら
単
に
経
済
上
の
節
約
の
目
的
達
成
を
め
ぎ
す
場
合
、
例
え
ば
協
同
購
入
・
制
作
を
す
る
と
か
、
共
同
販
売
ま
た
は
共
同
宣
伝
を
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
組
合
の
形
式
を
利
用
す
る
場
合
と
か
、
あ
る
い
は
一
九
六
七
年
以
降
に
は
経
済
利
益
団
体
の
形
式
（
9
0
唇
①
ヨ
Φ
纂
似
、
囲
導
①
蚤
浮
象
？
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
一
部
改
正
（
縄
合
法
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
讐
5
器
）
を
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
新
法
に
よ
る
組
合
の
定
義
は
、
三
様
式
の
組
合
の
あ
い
だ
に
存
す
る
差
別
を
弱
め
、
財
や
人
力
の
節
約
の
目
的
を
も
っ
て
、
右
三
様
の
組
合
の
形
態
の
い
づ
れ
か
を
選
択
採
用
す
る
自
由
が
法
律
上
み
と
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
経
済
利
益
団
体
は
（
O
∴
幽
）
は
特
別
の
法
に
し
た
が
う
か
ぎ
り
、
G
・
亙
・
E
と
組
合
と
の
あ
い
だ
の
差
異
お
よ
び
そ
の
認
め
ら
れ
た
採
用
可
能
性
等
に
つ
い
て
の
疑
聞
は
、
将
来
生
ず
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
組
合
の
定
款
は
書
面
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
．
組
合
の
名
称
、
各
組
合
員
の
出
資
お
よ
び
そ
の
形
態
・
羅
的
物
．
組
合
の
職
能
．
組
合
の
資
本
額
．
本
店
所
在
地
、
組
合
の
存
続
期
間
（
九
十
九
年
を
超
え
な
い
限
度
で
）
等
の
記
載
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
．
　
（
繭
八
三
五
条
輔
八
三
八
条
）
．
　
組
合
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
法
人
で
あ
る
。
　
（
一
八
四
二
条
）
。
だ
が
旧
法
と
ち
が
い
、
す
べ
て
組
合
は
．
そ
の
登
記
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
法
人
格
を
取
得
す
る
。
こ
の
法
人
登
記
お
よ
び
そ
の
前
提
と
な
る
べ
き
形
式
に
つ
い
て
は
．
未
だ
確
定
さ
れ
て
い
な
い
が
．
今
の
と
こ
ろ
推
定
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
関
す
る
政
令
は
、
一
九
六
六
年
商
事
会
社
法
の
施
行
細
則
で
あ
る
一
九
六
七
年
三
月
ヨ
ニ
日
の
政
令
（
纈
R
⑱
晒
）
の
規
定
を
、
も
っ
ぱ
ら
援
用
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
　
定
款
の
署
名
捺
印
と
組
合
の
登
記
と
の
申
間
時
に
お
け
る
組
合
員
間
の
法
律
関
係
は
．
一
八
四
二
条
葺
に
よ
り
．
組
合
契
約
お
よ
び
契
約
法
の
一
般
原
則
な
ら
び
に
債
権
法
の
規
定
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
だ
が
こ
う
し
た
一
般
的
な
法
原
則
な
る
も
の
は
、
臼
本
や
西
独
法
ま
た
瑞
西
法
の
中
に
は
み
ら
れ
な
い
故
に
、
当
事
者
が
こ
れ
を
希
望
し
た
場
合
に
は
、
む
し
ろ
人
的
会
社
た
る
合
名
会
社
に
お
け
る
定
款
調
印
と
、
登
記
と
の
中
間
時
に
お
け
る
合
名
会
社
社
員
相
互
間
の
関
係
に
つ
い
て
の
規
定
に
従
う
べ
き
か
、
或
は
も
し
当
事
者
が
こ
れ
を
欲
し
な
か
っ
た
場
含
に
は
、
債
権
法
一
般
規
定
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
登
記
前
の
段
階
に
お
け
る
組
合
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
第
一
八
四
三
条
が
こ
れ
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
以
前
は
商
事
組
合
に
対
し
て
の
み
み
と
め
ら
れ
た
規
定
を
一
般
化
し
て
、
組
合
の
登
記
以
前
、
組
合
設
立
申
に
為
さ
れ
た
行
為
に
よ
り
生
じ
た
債
務
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
行
っ
た
人
が
責
任
を
負
う
と
し
た
。
そ
し
て
商
事
組
合
が
設
立
さ
れ
た
場
合
に
は
、
一
定
の
行
為
に
協
力
加
担
し
た
者
の
全
員
、
あ
る
い
は
そ
の
行
為
遂
行
の
た
め
代
理
権
を
あ
た
え
た
者
全
員
が
連
帯
し
て
そ
の
責
任
を
負
担
す
る
。
組
合
登
記
の
後
に
は
、
組
合
が
は
じ
め
か
ら
そ
の
行
為
を
行
っ
た
も
の
と
仮
定
し
、
組
合
に
お
い
て
右
責
任
を
引
受
け
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
組
合
登
記
が
遅
延
し
た
後
よ
う
や
く
成
立
し
法
人
た
る
組
合
と
な
っ
た
組
合
に
も
第
一
八
四
三
条
の
一
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
後
は
、
一
定
の
財
産
例
え
ば
不
動
産
ま
た
は
特
許
権
は
組
合
に
登
記
前
に
移
転
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
移
転
譲
渡
は
組
合
設
立
が
登
記
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
後
、
は
じ
め
て
第
三
者
に
対
し
有
効
と
な
る
の
だ
が
、
同
条
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
そ
の
財
産
移
転
の
公
表
は
定
款
調
印
後
直
ち
に
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
組
合
登
記
と
と
も
に
、
そ
の
移
転
の
効
力
を
全
部
遡
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
第
一
八
四
三
条
の
三
は
、
組
合
員
の
出
資
の
権
利
義
務
、
な
ら
び
に
こ
れ
に
対
す
る
責
任
に
つ
き
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
き
殊
に
興
味
深
い
と
こ
ろ
は
次
の
通
り
だ
。
即
ち
組
合
員
は
恰
も
売
買
に
お
け
る
よ
う
に
、
売
主
が
買
主
に
た
い
す
る
如
き
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
だ
。
だ
か
ら
組
合
員
が
物
の
使
用
権
を
出
資
の
目
的
と
し
た
場
合
に
は
、
恰
も
賃
貸
借
契
約
に
お
け
る
貸
主
が
借
主
に
対
す
る
よ
う
な
（
単
に
動
産
不
動
産
の
利
用
を
許
し
た
場
合
に
）
賃
貸
人
が
負
担
す
る
責
任
を
組
合
員
が
組
合
に
た
い
し
負
担
す
る
。
種
類
債
権
の
目
的
物
の
よ
う
に
、
通
常
消
費
さ
れ
る
物
件
を
消
費
の
た
め
に
出
資
し
た
場
合
に
は
、
組
合
員
は
恰
も
賃
貸
人
の
よ
う
な
責
任
を
負
担
す
る
。
即
ち
こ
の
場
合
組
合
員
は
組
合
に
た
い
し
所
有
権
を
移
転
し
た
場
合
に
は
、
同
等
の
種
類
、
数
量
、
品
等
な
ら
び
に
価
値
を
同
じ
に
す
る
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ス
民
法
典
の
一
部
改
正
（
組
合
法
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
物
を
も
っ
て
賠
償
引
渡
す
べ
き
義
務
が
あ
る
。
　
組
合
員
は
各
々
組
合
設
立
．
ま
た
は
そ
の
後
の
増
資
の
際
の
出
資
の
割
合
に
応
じ
、
組
合
の
資
産
に
対
し
持
分
を
有
す
る
（
静
器
寄
8
覧
欝
『
8
鼠
島
。
・
纂
嘆
・
鷺
益
霧
勢
飾
。
。
窃
8
鷲
誘
）
　
（
第
一
八
四
三
条
の
二
）
。
組
合
員
の
組
合
に
た
い
す
る
義
務
は
．
い
か
な
る
場
合
も
該
組
合
員
の
同
意
な
く
し
て
は
、
こ
れ
を
増
加
し
て
は
な
ら
な
い
。
　
（
第
一
八
三
六
条
二
項
）
。
　
す
で
に
一
九
六
穴
年
商
事
会
社
法
の
も
つ
規
定
と
同
様
に
、
新
法
は
本
章
に
お
い
て
も
、
そ
の
総
則
の
規
定
を
も
っ
て
．
組
合
の
設
立
無
効
を
み
と
め
る
新
規
定
を
設
け
た
が
、
こ
れ
を
記
め
る
場
合
は
き
わ
め
て
少
く
．
か
か
る
原
因
は
正
擁
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
新
法
第
一
八
四
四
条
の
一
〇
の
規
定
は
な
お
．
一
定
の
行
為
お
よ
び
組
含
の
機
関
の
決
議
無
効
の
場
合
お
も
規
定
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
組
合
は
そ
の
契
約
が
一
般
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
無
効
と
な
る
場
合
の
ほ
か
．
そ
の
設
立
が
無
効
　
（
鼎
誰
》
榔
階
鑓
鶏
絵
8
聾
伽
）
　
と
な
る
に
は
．
次
の
場
合
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
第
一
八
三
二
条
の
規
定
に
違
反
す
る
場
合
（
出
資
が
為
さ
れ
な
い
場
合
．
利
益
分
配
ま
た
は
損
失
分
担
の
規
定
違
反
）
ま
た
は
第
一
八
三
二
条
の
一
の
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
場
合
（
配
遇
者
が
組
合
員
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
．
配
偶
者
の
負
債
に
た
い
し
組
合
員
が
連
帯
無
限
の
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
）
。
あ
る
い
は
第
一
八
三
三
条
に
違
反
す
る
場
合
（
組
合
目
的
の
違
法
、
組
合
員
間
に
お
け
る
共
同
の
利
害
関
な
き
こ
と
〔
慧
魯
雑
江
慧
欝
簿
簿
話
8
器
跨
募
⑱
留
濤
一
、
ぎ
融
聴
訟
8
簿
讐
欝
傷
霧
憩岐
8
綜
鼠
萄
・
〕
）
で
あ
る
。
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て
は
第
一
八
三
九
条
の
規
定
に
し
た
が
い
．
各
利
害
人
お
よ
び
検
事
は
（
簿
導
ヤ
鉱
。
陰
蒜
話
℃
魯
浮
）
事
実
関
係
の
正
常
化
を
（
『
壽
α
Q
焦
畳
呂
8
鑓
8
霧
簿
鼠
露
）
を
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
組
合
の
設
立
無
効
の
確
認
を
も
と
め
る
訴
は
、
三
年
の
時
効
に
よ
っ
て
訴
権
が
消
滅
す
る
（
第
一
八
四
四
条
の
一
四
）
。
　
組
合
の
総
持
分
が
一
人
の
所
有
に
帰
し
た
場
合
も
、
今
や
当
然
．
自
動
的
に
組
合
の
解
散
を
招
か
な
い
が
、
こ
れ
は
一
九
六
六
年
の
商
事
会
社
法
の
例
に
し
た
が
っ
た
訳
で
あ
る
。
新
法
第
一
八
四
四
条
の
五
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
場
合
（
濁
誌
毯
陣
魯
留
8
讐
富
巴
霧
窓
冨
ω
8
芭
の
魯
毯
o
ω
窪
δ
β
鉱
p
）
に
も
組
合
は
依
然
と
し
て
存
続
し
て
い
る
が
、
一
年
の
猶
予
期
間
の
後
に
す
べ
て
の
利
害
関
係
人
は
、
何
人
と
誰
も
組
合
の
解
散
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
組
合
の
資
産
の
総
持
分
と
し
て
の
使
用
権
が
同
一
人
の
所
有
に
帰
し
て
も
（
ピ
、
巷
℃
鼠
窪
撃
8
留
諄
津
鉱
け
締
8
露
①
巴
霧
短
誘
ω
8
難
霧
働
一
餌
旨
ひ
鷺
①
需
議
o
守
器
）
組
合
の
存
続
に
は
障
が
な
い
。
　
新
法
第
一
八
四
四
条
の
三
、
お
よ
び
第
一
八
四
四
条
の
四
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
各
組
合
の
組
織
変
更
は
自
由
で
あ
る
（
新
に
法
人
を
設
立
せ
ず
し
て
組
織
を
変
更
し
、
民
事
組
合
か
ら
商
事
組
合
え
、
あ
る
い
は
こ
れ
と
反
対
な
変
更
も
自
由
）
、
ま
た
組
合
を
合
併
し
、
あ
る
い
は
組
合
を
脱
退
し
出
資
財
産
を
取
戻
し
、
こ
れ
を
他
の
組
合
に
出
資
す
る
こ
と
も
自
由
で
あ
る
。
　
新
法
第
一
八
四
四
条
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
組
合
員
は
組
合
の
す
べ
て
の
会
議
に
出
席
し
、
そ
の
決
議
に
参
加
す
る
権
利
が
あ
る
旨
定
め
ら
れ
て
い
る
。
但
し
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
規
定
は
一
九
六
六
年
の
商
事
会
社
法
第
一
六
三
条
の
規
定
す
る
株
主
の
株
式
利
益
享
受
権
の
場
合
と
異
り
、
第
一
八
四
四
条
に
お
い
て
は
、
用
益
権
者
は
（
留
匿
o
翼
慧
①
ω
け
㎎
磐
曾
α
、
毒
器
昏
魯
）
単
に
利
益
分
配
に
関
す
る
決
議
だ
け
に
出
席
投
票
権
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
但
し
右
の
規
定
は
任
意
規
定
な
の
で
、
定
款
の
な
か
で
、
こ
れ
と
異
る
規
則
を
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
　
組
合
を
脱
退
す
る
者
、
ま
た
は
組
合
か
ら
持
分
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
そ
の
持
分
の
価
額
に
つ
き
争
あ
る
と
き
は
、
当
事
者
ま
た
は
管
轄
裁
判
所
長
官
か
ら
選
任
さ
れ
た
鑑
定
人
の
鑑
定
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
（
第
一
八
三
四
条
の
四
）
。
　
新
法
第
一
八
四
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
れ
ば
組
合
財
産
の
う
え
に
担
保
権
設
定
の
た
め
に
は
、
い
か
な
る
代
理
権
の
授
権
設
定
が
必
要
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改
正
（
粗
合
法
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
か
が
第
二
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
担
保
権
の
設
定
は
公
証
人
の
作
製
す
る
公
正
証
書
に
よ
り
行
わ
る
べ
し
と
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
代
理
権
の
援
権
は
、
私
製
証
書
を
も
っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
組
合
の
存
続
期
間
が
当
初
さ
だ
め
た
年
限
を
超
過
す
る
場
合
に
は
、
組
合
の
存
続
に
は
、
定
款
変
更
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
一
定
の
多
数
決
に
よ
る
べ
し
と
の
定
め
が
定
款
に
予
定
さ
れ
て
い
な
い
限
り
．
第
一
八
四
四
条
の
六
の
規
定
に
し
た
が
い
、
組
合
員
全
員
の
一
致
の
決
議
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
だ
が
こ
う
し
た
規
定
は
資
本
会
社
の
場
合
に
は
適
用
き
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
と
い
う
訊
は
、
一
九
六
六
年
の
商
事
会
社
法
第
穴
○
条
お
よ
び
第
一
五
三
条
に
よ
れ
ば
、
そ
の
特
別
株
主
総
会
に
お
い
て
は
．
容
易
に
定
款
の
規
定
の
総
て
の
点
に
わ
た
り
変
更
す
る
　
（
嘆
Φ
纂
霧
嚢
嘗
醗
鷺
Φ
鎌
誉
舞
賦
蕊
蜘
霧
灘
鶏
欝
窯
謎
葛
縫
灘
轡
鳥
曾
瞬
翫
窃
饗
＝
講
講
零
臨
鐙
馨
－
噂
捲
醗
繋
轡
黙
鯵
戴
欝
圃
霧
瞳
欝
綻
識
蒸
欝
籍
農
避
圃
欝
岡
雛
臨
琶
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
．
但
し
右
様
の
場
合
に
は
．
特
別
株
主
総
会
の
権
限
は
こ
れ
を
定
款
に
明
確
に
規
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
　
重
大
な
事
由
あ
る
場
合
に
は
（
組
合
員
が
そ
の
義
務
を
履
行
し
た
か
っ
た
場
合
と
か
．
組
合
員
間
の
不
和
の
た
め
組
合
業
務
の
遂
行
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
）
各
組
合
員
は
、
組
合
の
解
散
を
裁
判
所
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
八
四
四
条
の
七
）
。
三
民
事
組
合
（
な鐙
灘
馨
ひ
δ
響
欝
）
　
改
正
法
に
お
け
る
総
則
の
規
定
で
、
組
合
の
公
表
．
お
よ
び
登
記
義
務
が
み
と
め
ら
れ
た
故
に
、
民
事
組
合
の
隠
匿
性
は
そ
の
存
立
の
価
値
が
う
し
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
構
成
を
根
本
的
に
変
更
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
改
正
法
は
す
べ
て
の
組
合
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
訳
は
立
法
者
は
、
組
合
の
種
々
の
活
動
の
た
め
、
種
々
の
特
別
法
の
規
定
を
用
意
し
た
の
で
、
そ
の
場
合
、
民
法
典
の
規
定
は
補
充
的
に
、
援
用
き
れ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
民
事
組
合
設
立
の
数
は
い
ち
じ
る
し
く
増
加
し
、
個
人
が
そ
の
所
有
の
不
動
産
を
利
用
管
理
す
る
た
め
に
、
家
族
組
合
を
設
立
し
て
、
専
ら
民
法
典
の
規
定
の
支
配
を
う
け
る
場
合
が
多
く
な
っ
た
。
　
新
法
に
よ
る
重
大
な
変
更
は
、
第
三
者
に
た
い
す
る
組
合
員
の
責
任
の
加
重
で
あ
り
、
改
定
法
第
一
八
五
七
条
に
よ
れ
ば
、
組
合
員
は
組
合
の
債
務
に
た
い
し
て
は
、
債
務
履
行
の
日
（
餅
賦
量
帯
一
、
窪
曜
窪
蒙
）
、
ま
た
は
支
払
停
止
の
日
に
お
け
る
組
合
資
本
に
た
い
す
る
自
己
の
持
分
の
割
合
に
応
じ
無
限
の
責
任
を
負
担
す
る
。
こ
れ
に
反
し
て
民
法
典
の
旧
法
第
一
八
六
三
条
に
よ
れ
ば
、
組
合
員
の
責
任
は
頭
割
り
（
窓
器
く
鼠
一
霧
）
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
労
務
出
資
を
し
た
組
合
員
も
、
極
め
て
少
額
の
財
産
出
資
を
為
し
た
組
合
員
も
、
同
等
の
責
任
を
負
担
し
た
の
だ
っ
た
。
　
債
権
者
が
第
一
八
五
条
に
も
と
づ
い
て
、
組
合
債
務
に
つ
き
右
様
の
支
払
を
請
求
す
る
た
め
に
は
、
法
人
た
る
組
合
に
た
い
し
そ
の
債
務
の
支
払
を
も
と
め
た
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
支
払
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
な
る
こ
と
を
要
す
る
。
　
新
法
第
一
八
五
九
条
に
よ
れ
ば
、
組
合
員
、
そ
の
相
続
人
お
よ
び
権
利
承
継
人
（
亀
㊤
導
の
8
誘
①
）
に
た
い
す
る
請
求
権
は
組
合
解
散
を
公
表
し
た
時
か
ら
五
年
を
経
過
す
れ
ば
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。
　
業
務
執
行
の
期
間
（
第
一
八
四
六
条
）
、
業
務
執
行
員
　
（
冨
α
q
貯
欝
紳
）
　
の
選
任
・
解
任
（
第
一
八
四
六
条
三
項
・
第
一
八
四
一
条
一
項
）
、
右
事
実
の
公
表
義
務
（
第
一
八
四
六
条
の
二
）
、
業
務
執
行
員
の
外
部
関
係
に
た
い
す
る
代
理
権
（
第
一
八
四
九
条
）
、
組
合
の
持
分
の
譲
渡
（
第
一
八
六
一
条
以
下
）
に
関
す
る
各
規
定
は
、
も
っ
ぱ
ら
有
限
責
任
会
社
に
お
け
る
規
定
と
類
似
し
て
い
る
。
　
な
お
注
意
す
べ
き
は
新
法
第
一
八
四
六
条
の
一
に
よ
れ
ば
、
組
合
が
一
年
以
上
業
務
執
行
員
を
欠
い
た
場
合
に
は
（
ざ
誘
息
＆
①
霧
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
一
部
改
正
（
組
合
法
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
8
、
鷺
壕
欝
号
α
q
緯
§
酔
）
各
利
害
関
係
人
は
組
合
の
解
散
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
民
第
六
八
三
条
や
瑞
債
務
法
第
五
四
条
は
、
や
む
を
得
ざ
る
場
合
と
か
、
重
大
な
事
由
あ
る
場
合
（
餌
器
且
o
ぼ
蒔
窪
9
欝
α
撃
）
と
抽
象
的
に
い
う
に
止
ま
り
、
仏
民
法
の
よ
う
に
具
体
的
に
明
確
に
規
定
し
て
い
な
い
。
　
新
法
第
一
八
五
五
条
お
よ
び
第
一
八
五
六
条
に
よ
れ
ば
、
組
合
員
は
組
合
の
帳
簿
お
よ
び
証
拠
書
類
を
．
少
く
と
も
一
年
一
回
こ
れ
を
関
覧
し
、
ま
た
書
面
に
よ
る
質
問
を
．
業
務
執
行
員
に
た
い
し
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
は
一
ヵ
月
以
内
に
．
書
面
を
も
っ
て
画
答
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
．
業
務
執
行
員
は
、
少
く
も
毎
年
会
計
報
皆
ヤ
お
よ
び
営
業
報
告
書
を
作
成
し
、
こ
れ
に
よ
り
組
合
事
業
の
状
況
、
お
よ
び
取
得
し
あ
る
い
は
取
得
す
べ
き
利
益
、
ま
た
は
損
失
に
つ
き
報
告
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
　
新
法
第
一
八
六
九
条
乃
至
、
躍
一
八
七
〇
条
の
一
は
、
組
合
員
の
生
存
申
ま
た
は
死
亡
に
よ
る
脱
退
（
沁
獣
縫
搾
鍵
凱
警
蔚
瓢
．
議
霧
繍
糞
竃
）
を
規
定
し
て
い
る
が
．
組
合
員
が
生
存
中
脱
退
す
る
場
合
に
は
．
該
組
合
員
は
定
款
に
よ
り
．
あ
る
い
は
他
の
組
合
員
の
決
議
に
よ
り
現
物
で
出
資
し
た
物
件
．
あ
る
い
は
そ
の
持
分
の
金
銭
的
価
額
の
返
還
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
右
価
額
に
つ
き
争
あ
る
と
き
は
鑑
定
人
の
鑑
定
に
し
た
が
う
（
第
一
八
六
九
条
二
項
）
。
死
亡
に
よ
る
脱
退
の
場
合
に
は
．
民
法
典
の
旧
規
定
第
一
八
六
八
条
は
、
ま
っ
た
く
反
対
に
改
正
さ
れ
た
。
旧
法
に
よ
れ
ば
組
合
員
の
死
亡
に
よ
り
組
合
は
通
常
当
然
に
解
散
す
る
と
さ
れ
た
が
．
相
続
人
と
と
も
に
引
続
き
組
合
を
継
続
す
る
た
め
に
は
（
獄
G
駿
8
蜂
ゆ
8
導
ぎ
欝
邑
轡
鶏
9
。
参
§
頴
葺
δ
穫
）
定
款
に
お
い
て
そ
の
旨
明
定
さ
れ
て
い
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
新
法
に
よ
れ
ば
、
組
合
員
一
人
の
死
亡
に
よ
り
組
合
は
解
散
せ
ず
、
通
常
組
合
は
存
続
す
る
が
．
こ
れ
に
反
す
る
場
合
に
は
、
定
款
で
そ
の
旨
を
明
規
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
（
第
一
八
七
〇
条
）
四
　
匿
名
組
合
お
よ
び
事
実
上
の
組
合
　
日
本
商
法
第
五
三
五
条
や
西
独
商
法
第
三
三
五
条
に
よ
る
匿
名
組
合
は
、
つ
ね
に
商
事
営
業
（
麟
き
8
誇
①
類
巽
訂
）
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
一
九
四
二
年
の
イ
タ
リ
ヤ
私
法
典
第
二
五
四
九
条
以
下
は
匿
名
組
合
（
霧
8
9
鼠
o
奮
ぼ
饗
誉
。
む
⇔
臥
o
器
）
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
　
「
匿
名
組
合
契
約
と
は
営
業
者
と
称
す
る
人
の
企
業
ま
た
は
そ
の
者
の
一
個
も
し
く
は
多
数
の
取
引
か
ら
生
ず
る
利
益
（
9
瀞
象
貯
。
。
轟
嘗
短
。
鋸
o
象
毯
。
o
℃
露
鎌
鍵
一
）
に
参
加
す
る
契
約
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
必
ら
ず
し
も
商
法
上
の
企
業
ま
た
は
取
引
に
か
ぎ
ら
ず
、
民
法
上
の
取
引
を
含
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
イ
タ
リ
ャ
法
に
け
る
匿
名
組
合
は
、
商
事
組
合
の
性
格
と
民
事
組
合
と
の
性
格
を
有
す
る
場
合
と
が
あ
り
う
る
。
こ
の
点
フ
ラ
ン
ス
法
に
似
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
匿
名
組
合
　
（
冨
ω
8
聾
ひ
＄
葛
鼠
o
な
餌
ぎ
p
）
　
は
伝
統
的
に
は
商
事
組
合
で
あ
る
が
、
永
い
間
一
般
的
に
み
と
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
民
事
法
に
属
す
る
行
為
を
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。
　
（
例
え
ば
不
動
産
に
関
す
る
取
引
）
。
だ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
匿
名
組
合
は
そ
の
行
動
い
か
ん
に
よ
り
、
民
法
的
性
格
ま
た
は
商
法
的
性
格
を
も
つ
も
の
だ
。
　
匿
名
組
合
を
設
立
す
る
た
め
に
は
、
組
合
員
が
こ
れ
を
匿
名
組
合
と
す
る
こ
と
を
合
意
し
、
し
た
が
っ
て
、
組
合
と
し
て
登
記
せ
ず
、
か
つ
こ
れ
を
法
人
と
せ
ず
、
ま
た
組
合
公
表
の
規
定
に
し
た
が
わ
な
い
こ
と
を
組
合
員
た
ち
が
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
も
つ
て
そ
の
こ
と
を
立
証
せ
ね
ば
な
ら
の
（
第
一
八
七
一
条
第
一
項
）
。
組
合
員
の
数
に
は
制
限
が
な
い
。
組
合
員
の
数
は
、
た
だ
二
人
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
多
数
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
の
問
題
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
　
組
合
員
の
契
約
自
由
は
広
く
み
と
め
ら
れ
、
た
だ
第
一
八
七
一
条
第
二
項
に
か
か
げ
ら
れ
た
制
限
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
言
い
か
え
れ
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
一
部
改
正
（
組
合
法
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
ば
定
款
は
組
合
法
の
重
要
な
基
本
的
原
則
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
だ
け
だ
。
同
項
が
あ
げ
た
重
要
な
規
定
と
は
、
第
一
八
三
二
条
・
第
一
八
三
二
条
の
一
、
第
一
八
三
三
条
．
第
一
八
三
六
条
二
項
、
第
一
八
四
一
条
、
第
一
八
四
四
条
一
項
、
第
一
八
四
四
条
の
一
の
規
定
で
あ
る
。
　
組
合
の
定
款
が
何
等
か
く
べ
つ
の
規
定
を
設
け
な
か
っ
た
場
合
に
は
．
組
合
員
相
互
の
関
係
は
、
組
合
が
民
法
的
性
格
を
も
つ
か
、
あ
る
い
は
商
法
的
性
格
を
有
す
る
か
に
従
い
．
民
声
組
合
（
輪
撫
黛
綜
縞
臨
蕊
縦
）
の
規
定
．
あ
呼
⇔
い
は
合
名
会
社
（
ぎ
甑
驚
継
態
蓼
羅
蓉
瀟
き
鐸
導
の
規
定
に
し
た
が
う
（
第
一
八
七
｝
条
の
一
）
．
　
改
正
法
に
よ
れ
ば
．
匿
名
組
合
は
鱒
本
法
・
西
独
法
と
同
様
に
、
組
合
自
身
の
資
本
金
を
も
た
な
い
．
ダ
鰐
し
て
各
門
名
組
合
員
は
．
各
匿
名
組
合
に
出
資
さ
れ
た
財
産
に
つ
い
て
は
．
依
然
と
し
て
所
有
者
と
し
て
存
続
す
る
　
（
6
欝
繋
灘
霧
む
嚇
⇔
甑
伽
器
馨
⑫
鷹
o
隅
聾
熱
傷
欝
瓢
③
鑓
疎
難
岡
欝
獣
撒
軸
鰹
も毎
曝
む
り
露
露
階
鑓
融
8
陣
簿
伽
）
　
（
第
一
八
七
二
条
一
項
）
。
と
こ
ろ
が
縫
本
法
（
商
五
三
六
条
一
項
）
や
西
独
法
で
は
、
匿
名
組
合
員
が
営
業
者
に
た
い
し
匿
名
組
合
え
の
出
資
と
し
て
財
産
を
移
転
し
た
と
き
は
．
最
早
や
そ
の
財
産
の
所
有
権
者
で
は
な
く
な
る
（
独
商
第
三
三
五
条
）
。
イ
タ
リ
ヤ
法
は
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
何
等
特
別
の
規
定
を
お
い
て
い
な
い
の
は
不
可
思
議
だ
。
新
法
第
一
八
七
二
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
串
資
財
産
に
つ
い
て
は
明
か
に
、
共
有
関
係
（
固
猛
圃
鴫
難
臼
）
の
成
立
の
可
能
が
あ
き
ら
か
に
み
と
め
ら
れ
て
い
る
。
　
匿
名
組
合
に
お
け
る
責
任
規
定
が
、
新
た
に
詳
細
に
明
確
化
き
れ
た
（
第
一
八
七
二
条
の
一
第
一
項
）
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
各
匿
名
組
合
員
は
、
な
お
依
然
と
し
て
自
己
の
計
算
に
お
い
て
営
業
を
い
と
な
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
匿
名
組
合
員
（
窓
旨
－
鰍
噂
磐
酔
）
が
そ
の
資
格
に
お
い
て
そ
の
地
位
を
し
り
乍
ら
第
三
者
と
取
引
を
行
っ
た
場
合
、
　
（
第
三
者
に
も
右
の
匿
名
組
合
員
の
存
立
が
あ
き
ら
か
な
場
合
）
に
は
、
総
て
の
匿
名
組
合
員
は
こ
の
取
引
に
た
い
し
責
任
を
負
担
す
る
。
そ
の
取
引
行
為
の
当
事
者
が
商
事
組
合
で
あ
っ
た
場
合
（
。
。
二
働
ω
8
叡
融
の
馨
8
8
9
禽
o
芭
o
）
　
に
は
、
そ
の
責
任
は
連
帯
責
任
で
あ
る
。
同
様
の
原
則
が
次
の
場
合
に
も
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
は
組
合
関
係
が
公
表
さ
れ
な
い
が
、
組
合
員
の
介
入
に
よ
り
契
約
相
手
方
を
し
て
、
そ
の
組
合
員
も
ま
た
責
任
を
負
担
す
る
も
の
の
如
く
信
ぜ
し
め
、
あ
る
い
は
そ
の
取
引
が
そ
の
組
合
員
の
利
益
の
た
め
為
さ
れ
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
場
合
に
は
（
3
9
搾
①
馨
冥
8
奉
ε
①
一
、
o
謎
お
。
睡
①
導
餌
貯
窪
讐
伽
飾
。
q
霞
領
・
簿
）
　
（
第
一
八
七
二
条
の
一
第
三
項
）
同
様
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
。
　
こ
う
し
て
日
本
法
（
商
五
三
六
条
二
項
）
に
よ
れ
ば
、
匿
名
組
合
員
は
営
業
者
の
営
業
行
為
に
つ
い
て
は
第
三
者
に
対
し
て
何
等
の
責
務
を
負
わ
ぬ
旨
規
定
さ
れ
、
ま
た
西
独
商
法
第
三
三
五
条
二
項
に
お
い
て
も
同
様
に
、
営
業
者
が
営
業
の
た
め
に
為
し
た
取
引
に
た
い
し
て
は
、
営
業
者
だ
け
が
責
任
を
負
担
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
規
定
と
は
、
ま
っ
た
く
対
照
的
に
異
っ
た
原
則
が
改
正
法
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
　
匿
名
組
合
が
存
続
期
問
を
定
め
ず
設
立
さ
れ
た
場
合
は
、
各
組
合
員
は
何
時
で
も
、
他
の
組
合
員
に
た
い
し
そ
の
決
心
を
通
告
し
て
、
組
合
の
解
散
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
（
第
一
八
七
二
条
の
二
第
一
項
）
。
但
し
そ
の
条
件
と
し
て
解
散
の
要
求
は
悪
意
に
出
で
ず
ま
た
は
不
適
当
の
時
で
な
い
こ
と
を
要
す
る
　
（
窓
舞
毒
ρ
器
8
欝
ぎ
戴
一
8
瓜
露
q
駐
鼻
号
ぽ
欝
①
略
R
9
欝
o
p
建
富
鋤
8
⇒
嘗
。
富
旨
窃
）
　
新
法
第
一
八
七
三
条
の
規
定
、
言
い
換
え
れ
ば
匿
名
組
合
に
関
す
る
規
定
を
、
事
実
上
の
組
合
（
ω
0
9
傷
鼠
R
獣
Φ
留
建
け
）
　
（
登
記
さ
れ
ず
定
款
も
な
い
事
実
上
の
組
舎
）
に
準
用
す
る
旨
さ
だ
め
た
こ
と
は
、
種
々
の
困
難
を
ひ
き
お
こ
す
で
あ
ろ
う
。
匿
名
組
合
は
そ
の
　
　
　
　
東
洋
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
一
部
改
正
（
組
合
法
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
本
質
上
外
部
に
は
隠
匿
さ
れ
公
表
さ
れ
な
い
わ
け
だ
。
と
こ
ろ
が
事
実
上
の
組
合
の
特
性
と
し
て
は
、
そ
れ
は
未
だ
立
法
的
に
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
西
独
に
お
け
る
判
例
や
学
説
か
ら
は
外
部
に
た
い
し
て
は
組
合
と
し
て
取
扱
わ
れ
、
恰
も
合
名
会
社
の
よ
う
に
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
事
実
上
の
組
合
の
組
合
員
は
恰
も
合
名
会
社
の
社
員
の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
、
連
帯
無
限
の
責
任
を
負
担
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
改
正
法
に
よ
っ
て
事
実
上
の
組
合
は
、
第
三
者
に
た
い
し
て
は
、
法
律
上
実
在
す
る
組
合
の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
．
ま
た
第
三
者
に
九
い
す
る
責
任
も
．
匿
名
紐
合
の
場
合
に
準
じ
て
重
く
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
．
　
同
様
に
従
来
み
と
め
ら
れ
た
解
決
方
法
の
正
当
性
が
疑
わ
れ
る
よ
う
に
な
ひ
た
．
と
い
う
訳
は
、
事
実
上
の
組
合
は
新
法
第
一
八
七
二
条
の
結
帰
、
各
磁
合
員
は
、
各
自
が
出
資
拠
出
し
た
組
合
財
産
の
所
有
者
と
し
て
存
続
し
、
麟
動
的
に
そ
の
組
合
財
、
焦
の
共
有
関
係
（
欝
良
蕊
獣
懲
）
に
た
つ
か
ら
だ
．
五
　
改
正
法
の
規
定
の
適
用
新
法
の
規
定
は
、
一
九
七
八
年
七
月
一
照
の
施
行
期
以
降
に
設
立
さ
れ
た
組
合
に
適
用
さ
れ
る
（
一
九
七
八
年
法
律
第
九
号
法
第
四
条
）
。
　
一
九
七
八
年
七
月
一
賑
以
前
に
設
立
き
れ
た
組
合
は
、
一
九
八
○
年
七
月
一
鷺
か
ら
は
、
新
法
の
適
用
を
う
け
る
。
但
し
右
様
の
組
合
は
一
定
の
条
件
の
下
に
、
自
由
に
既
に
一
九
七
八
年
七
月
一
鷺
か
ら
新
法
の
適
用
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
一
九
七
八
年
七
月
一
露
以
前
に
設
立
さ
れ
た
が
、
未
だ
そ
の
登
記
が
な
さ
れ
な
い
民
事
組
合
は
、
法
人
た
る
資
格
を
も
っ
て
い
る
。
か
か
る
組
合
に
た
い
し
て
は
そ
の
公
表
義
務
が
免
ぜ
ら
れ
る
。
但
し
検
事
お
よ
び
各
利
害
関
係
人
は
、
右
組
合
の
登
記
お
よ
び
公
表
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
第
四
項
）
。
　
最
後
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
本
改
正
法
施
行
の
後
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
反
す
る
定
款
の
規
定
は
、
こ
れ
を
定
め
な
か
っ
た
も
の
と
看
倣
さ
れ
る
（
同
法
第
五
条
）
。
定
款
の
規
定
を
新
法
の
規
定
と
一
致
さ
せ
る
義
務
は
な
い
が
、
こ
れ
を
潜
脱
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
く
も
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
規
定
を
定
款
か
ら
除
く
こ
と
は
、
実
際
上
理
性
的
な
措
置
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
六
　
む
　
す
　
び
　
数
多
い
フ
ラ
ン
ス
法
の
最
近
の
改
正
の
う
ち
、
絃
で
は
組
合
法
に
つ
い
て
の
改
修
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
　
商
事
会
社
法
や
経
済
利
益
団
体
法
に
つ
ぐ
、
経
済
法
上
の
取
引
を
正
確
に
規
制
す
る
に
役
立
つ
と
こ
ろ
多
く
、
諸
国
の
立
法
や
改
修
に
参
考
と
な
る
と
こ
ろ
、
少
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
但
し
事
実
上
の
組
合
に
た
い
す
る
取
扱
は
、
か
な
ら
ず
し
も
全
部
正
当
と
評
価
さ
る
べ
き
か
否
か
疑
が
も
た
れ
る
。
匿
名
組
合
に
関
す
る
規
定
は
詳
細
を
き
わ
め
、
概
ね
正
当
と
い
わ
れ
よ
う
が
、
こ
う
し
た
詳
細
な
取
扱
は
、
利
子
生
活
者
（
器
馨
撤
穫
）
の
数
が
多
い
と
い
わ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
必
要
性
が
強
く
さ
け
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
匿
名
組
合
の
制
度
を
あ
ま
り
利
用
し
な
い
国
民
に
と
っ
て
は
、
有
用
性
は
少
い
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
の
商
法
や
西
独
商
法
の
規
定
は
も
と
よ
り
、
イ
タ
リ
ア
私
法
典
の
規
定
が
わ
づ
か
に
六
ヵ
条
の
簡
単
な
規
定
を
お
い
た
に
と
ど
ま
り
、
ス
イ
ス
債
務
法
が
匿
名
組
合
の
規
定
を
お
か
な
い
理
由
も
、
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
識
者
の
高
見
を
う
か
が
い
た
い
。
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